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毛
利
家
本

『
太
平
記
』

の
本
文
と
そ
の
世
界
（
下
）

小

秋

元

段

二
 
本
文
の
特
徴

 
 

 
 

 
 

1

 
毛

利
家
本

『
太
平

記
』

の
本
文

で
最

も
特
徴

的

と
す

べ
き
事
柄

が

、
他

本

に
は
類
例

を

見

ぬ
規

模

で
天

正
本
系

本
文

か
ら

の
増

補

を
行

っ
て

い
る

点

で
あ

る
こ
と

は
既

に
確

認
し

た
。
そ

の
特

徴
を

よ
く
表

す
巻

と

し
て

は
、

巻

二
、
三
、
七

、
九

、
十
、

三
十

一
、

三
十

二
、

三
十

三

が
挙
げ

ら
れ

る
。

天

正
本

は
記
事

配
列

や
詞

章

の
上

で
、

そ
し

て
ま

た
多
く

の
独

自
記

事

を

持

つ
点

で
、

『太

平

記
』

伝

本
中

最

も
特

異
な

形
態

を
有

す

る
伝

本

と

し

て
注

目

さ
れ

て

い
る
。
鈴

木
登

美
恵
氏

は

そ

の
本
文

の
特

色
を

以
下

の
四

点

に
整
理

さ

れ
た
。

 
ω

古
態

の
本

文

に
漏
れ

て

い
る
歴
史

的
事
実

を
補

い
、

古
態

の
本

文

の

 
 

記
述

と
歴

史
的
事

実

と

の
ず

れ

を
正

そ
う
と

す

る
意

識
。

 
②

編
年

体
的

意
識

に
基

づ
く

改
訂
。

 
③

通
俗

的

な
拝
情

性

・
物
語

性

の
著

し

い
増

加
。

 
ω

政
道

批
判

の
記
事

の
簡
略

化
。

そ
の
他
、

該
本

で
は
特
定

の
人

物

の
事

蹟

に
関
す

る
増
補

や

、
長

坂
成
行

氏
が

指
摘

さ
れ
る

よ
う

に
悲

劇
的

場
面

に
於

け
る
増

補
や

後

日
諜

の
付

加

ほ

か

の
特

徴
も

挙
げ

ら
れ

る
が
、
概

ね

こ
れ

ら

の
性

格
も

鈴
木

氏

の
纒

め

ら

れ
た

四
点

に
集
約

さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

そ
れ

で
は
、

こ
う
し

た
特
殊

性
を

持

つ
天
正

本
系

伝
本

か
ら
、

毛
利
家

本

は
如
何

な

る
姿
勢

で
そ

の
記

事
を

増
補

し

て

い

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

毛
利

家
本

が
ど

の
よ
う

な
点

を

中

心

に
し

て
天
正
本

か
ら

の
増
補

を
行

っ
て

い
る
か
を
検

討

し
、

そ

の
法

則
性

を
探

る
こ
と

に
し
た

い
。
天

正
本
系

本

文
と

の
関

わ
り

が
毛
利

家

本

の
最

大

の
特
徴

で
あ

る
以

上
、

こ
う
し

た
作
業

に
よ

っ
て
他

な

ら

ぬ
毛

利

家
本

独
自

の
特

徴
、

本
文

の
志
向

性

の
大

半

は
明

ら
か

に
さ

れ

る
と
考

え

ら

れ

る
か
ら

で
あ

る
。

 

で

は
、

ま
ず

さ

し
あ
た

っ
て
巻

二

・
三
を
採

り
挙

げ

て
両
者

の
関

係

を

考

え

て
み

る
。

表

1
は
、
巻

二
で
諸
本

に
対

し

て
天
正
本

が
持

つ
主
要

な

異
文

と

毛
利
家

本

に
於
け

る
そ

の
異
文

の
有
無

と

を
対
照

さ

せ
た

も

の

で

あ

る
。

こ

の
表

を

一
見
し

て
言

え
る

こ
と

は
、
天

正
本

の
持

つ
独

自
記

事

の
う

ち
、
政
界

の
動

向

に
関

す

る
も

の
を
中

心

と
し
た
歴

史

上

の
出
来

事

を
詳

し

く
伝

え
る
記

事

(鈴

木
氏

の
言

う
ω

の
特

徴
)

が
、

毛
利

家
本

で

は
多

く

受

け
継

が

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
③

⑥
⑫
⑬

等

の
記
事

が

そ

の

一11一



巻二、天正本 ・毛利家本異文略対照表

 C毛 利家本、天正本に一致

 ×毛利家本になし

 △毛利家本、天正本の記事を抄出して増補

表1

よ

い
例

で
あ

り
、

毛
利

家
本

で

は
天
正
本

系
本
文

か
ら

の
増

補

に
よ

っ
て

歴

史
上

の
出
来

事

を

よ
り
詳

細

に
語

っ
て
ゆ

こ
う
と

す
る
姿

勢

の
窺

え
る

こ
と
が
指

摘

で

き
よ
う

。
例

え
ば
、

⑥
正

中
三
年

三
月

の
高

時
出

家

の
記

事

(前
節

に
引

用

)
に

つ
い
て
言
え
ば

、
参

考
本

も
該
当

箇
所

を
引

文

す
る

如

く
、

元
来

こ

の
記
事

は

『
保
暦
間

記
』

に
あ

っ
た

一
節

を
天
正

本

が
採

り
入

れ
た
も

の

で
あ

る
。

ま
た
、
⑫

の
記

事

は

「
主
上

御
出

奔
師

賢
卿

天

子
号
事

」
冒
頭

の
、
元

弘

の
変

勃

発
直
前

に
起

っ
た
火

災
、

地
震

等

の
変

事

の
記
事

に
続

い
て
位

置

す
る
も

の

で
あ
る
。

毛
利
家

本

を
引

け
ば
、

 

:
:
寺

々
ノ
火

災

、
所

々
ノ
地

震
直

事

二
非

ス
、
「
劉

夏

比

ヨ
リ

玉

  

体
御

不
与

ノ
事
有

テ
、
近

臣

ハ
又
関
東

へ
被

召
下
、

謙
獄

ノ
罪

責

二
当

 

ル
、
其

上

天
下
尚

危

ヲ
踏
テ
、
今

ヤ
不
思
議

ノ
出
来

ラ

ン
ス
ラ

ン
ト
人

々

 

驚

キ
、
角

テ

ハ
イ

カ

〉
ア

ル

ヘ
キ
ト

テ
元
徳

三
年

二
改

メ

テ
元
弘

元
年

 

ト

ソ
申

ケ

ル
、

と
あ

っ
て
、

矢
印

以
下

の
部
分

が
天

正
本

と
共
通

の
増
補

記

事

で
あ

る

こ

と
を
知

る
。
因

み
に
本
条

に
関

し
て
は
、

『増
鏡

』
巻
十
五

「
む
ら
時
雨

」
が
、

 

そ

の
夏

の

こ
ろ
、
御

門
例

な
ら
ず

お
は

し
ま

し

て
、
御

薬

の
事

な

ど
き

 

こ
ゆ
。

い
と
重

く

の
み
な

ら
せ
給

と

て
、

世

の
中
あ

は

て
た

る
さ

ま
な

 

り
。

時

し
も

あ
れ
や

、

か
の

一
年
捕

ら

れ
た

り
し
俊

基

を
、

ま
た

い
か

 

に
聞

こ
ゆ
る

こ
と

の
出

で
来

た

る

に
か
、

か
ら
め

と
ら

ん
と

し
け

れ
ば

 

(
以
下
略

) 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

(日
本
古
典
文
学
大
系
本
)

と
玉
体

不
予

と
近

臣
日

野
俊
基

の
捕
縛

と

を
記

し

て

い
る

か
ら
、

も

と
も

と
天
正

本

は

『増

鏡
』

の
記
事

に
よ

っ
て
こ

の
記

事

の
増

補

を

図

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

こ
の
よ
う

に
毛
利
家

本

で
は
、

天
正
本

が
他
文

献

を
渉

猟

し

て
増
幅

し

た
よ
う

な
歴
史

的
事
項

に
関

す

る
独
自

記
事

に
関

心

を
示

し
、
自

己

の
本
文

に
採

り
込

ん
で

い

っ
た

こ
と

が
わ

か
る

の

で
あ

る
。

⑬

の
東
南

院
僧

正
聖

尋

に
関

す

る
記
事

は
、

天
正
本

の
持

つ
独

自

記
事

の
う

ち
、
毛

利
家

本

で
は
そ

の
全
文

を
引

き
継

い
で
増
補

す

る
わ
け

で

は

な

い
。

両
者

の
記

事
を

比
較

し
て

み
る
と
、

 
 

毛
利

家
本

東
南

院

ノ
僧

正
ト
申

ハ
、
故

園
光

院
禅

定
殿

下

ノ
御
息

ニ
テ
、

御
叔

父
前
大
僧

正
ト
申

シ
》
御
弟
子
也

、

東
大

寺
別

当
、

醍
醐

ノ
座
主

共

二

兼

テ
朝
家

ノ
講
宴

ヲ
専

シ
給

ヘ
ハ
、

等
閑

ノ
儀

非

シ
ト

テ
今

此
大

儀

ヲ

モ
被

懸
仰

ケ

ル
ト

カ
ヤ
、

天
正
本

此
僧

正

ト
申

ハ
、
故

円

光
院

ノ
禅

定
殿
下
御
息
ニ
テ
、
御
叔
父
前
ノ

大
僧
正
聖
忠

ト
申

シ

・
御
弟

子
也

、

真
言

ハ
三
宝
院

ノ

正
流

ニ
テ
五
相

成
身

ノ
秘

奥

ヲ
極

メ
、

乾
字

ハ
三

論

ノ
法
灯

ト

メ
八

不

(正

)
観

ノ
深

理

二
達

シ
給

ケ

ル
、

サ

レ

ハ
大
法

一12一



秘
法

ノ
公
請

ニ
ハ
多

ク
閣

梨

ノ
選

二
応

シ
、
清

涼
紫

震

ノ
論

場

二
久

ク
証

誠

ノ
職

二
居

シ
給

フ
、
東

大

寺

ノ
別
当

、
醍
醐

ノ
坐

主
共

二
兼

テ
、
朝
家

講
宴

ヲ
専

ニ
シ
給

ヘ
ハ
、

等
閑
ノ
儀
非
ト
テ
今
此
大
儀
ヲ
モ

被

レ
頼

仰

ケ

ル
ト

カ
ヤ
、

と
あ

っ
て
、
毛

利
家

本

は
天
正

本

の
記
事

の
う

ち
傍
線

部

の
み
を
抄
出

し

て
増

補
を

行

っ
て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。
毛

利
家

本

は
増

補

に
際
し
、

聖

尋

の
具
体

的

な
出
自

や
経

歴

に
関

す

る
部
分

を
中

心

に
抜

き
出

し
た

の
で

あ

り
、
該

本

の
人
物

、
或

は
政

治

に
関

す

る
事
柄

を
重
視

し
、

詳
細
化

し

て
ゆ
く
性
格

を

こ
の
点

に
も
認

め

る
こ

と
が
で

き
る
。

 

一
方
、

天
正

本

の
異
文

の
う

ち
、

毛
利
家

本

が
自
己

の
本
文

に
採

り
入

れ
な

か

っ
た

の
は

ど

の
よ
う

な
性
格

の
記
事

な

の

で
あ

ろ
う

か
。
表

1

の

⑧
⑩
⑪

か
ら
わ

か
る
通
り
、
そ
れ
は
鈴
木
氏

の
言

う
⑧
通
俗
的
な
拝

情
性

・

物

語
性
、

或

は
長
坂

氏

の
言
う

悲
劇

的
場

面

で
の
増
補

、

と

い

っ
た
性
格

を
持

つ
記

事

に
集

中

す
る
傾

向

に
あ
る

こ
と
が
明

ら
か

で
あ

る
。
例

え
ば

、

⑩

の
日
野
俊

基

の
刑

死

に
あ

た
り
、
そ
の
侍

の
後

藤
助

光

が
嘆
く
条

り

は
、

天

正
本

で
は

、

 
助

光

泣

々
空

キ
死
骸

二
抱

キ
付

キ
、

同

シ
道

ニ
ト

モ
タ

へ
焦

ケ

ル
ガ
、

 
北

方

サ

コ
ソ

ハ
遅

シ
ト
侍

カ
ネ

サ

セ
給

ラ

メ
、
今

ハ
ノ
際

ノ
御
有

様
、

 

御
最

後

ノ
御

文

ヲ

モ
我

ナ
ラ

デ

ハ
誰

力
委

ク
申

ヘ
キ
ト
思

返

テ
、

ア

タ

 

リ

ノ
鳥

辺

野

二
思

ノ
薪

取
集

メ
、

帰

ヌ
タ

ヘ
ノ
煙

ト

ナ

シ
奉

リ
、

御
骨

 

ヲ
取

テ
頸

二
懸

ケ
、

都

ヘ
ト

テ
ソ
上

ケ

ル
、

の
如

く
増

補

さ

れ
た
形

で
あ

る
。

し

か
し

こ
の
部
分

、
毛
利

家
本

で

は
他

の
諸
本
同
様
、

 
助
光

ハ
泣
々
死
骸
ヲ
葬
シ
奉
テ
、
空
キ
骨
ヲ
頸

ニ
カ
ケ
、
形
見
ノ
御
文

 
斗
ヲ
身
二
添
テ
、
京

へ
帰
リ
上
ル
、

と
す
る
だ
け
で
簡
略
で
あ
る
。
他
の
箇
所
で
も
状
況
は
同
じ
で
、
毛
利
家

本
が
天
正
本
の
持

つ
好
情
性

・
悲
劇
性
を
強
め
る
文
飾
的
な
詞
章
に
は
関

心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
あ
く
ま
で
も
毛
利
家
本

の
興
味
の
中
心
は
、
天
正
本
の
有
す
る
豊
富
な
歴
史
的
事
項
に
関
す
る
独

自
記
事
に
あ
っ
た
わ
け
な
の
で
あ
る
。

 
こ
う
し
た
事
情
は
巻
三
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
巻
三
は
巻
二
に
比

べ
て
一
層
天
正
本
系
伝
本
に
依
拠
す
る
度
合
が
高

い
の
で
あ
る
が
、
毛
利

家
本
で
は
天
正
本
に
拠

っ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
天
正
本

が
有
す
る
文
飾
性
の
強
い
独
自
記
事
は
自
己
の
本
文

へ
の
増
補
対
象
と
は

し
な
い
傾
向
に
あ
る
。
例
と
し
て

「主
上
入
御
六
波
羅
事
」
で
、
六
波
羅

に
幽
閉
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
が
、
中
宮
禧
子
と
和
歌
の
贈
答
を
す
る
条
り

を
毛
利
家
本
の
形
で
見
て
み
る
。

 
 
 
住
馴
ヌ
板
屋
ノ
軒
ノ
村
時
雨
音
ヲ
聞

ニ
モ
袖
ハ
ヌ
レ
ケ
リ

①
有

四

五

日

テ
中

宮

ノ
御
方

ヨ
リ

御

琵

琶

ヲ
進

ラ

レ
ケ

ル
、
御

文

ヲ

ア

一13一

 

 
ケ

テ
御

覧

ス

レ

ハ
、

 
 
思
遣

レ
塵

ノ
ミ
積

ル
四

ノ
絃

二
払

モ
ア

ヘ
ス
カ

〉
ル
涙

ヲ

,
引

返

ノ
御
返

事

ノ
ア
リ

ケ

ル

ニ
、

 
 
涙

ユ

へ
半

ノ
月

ハ
曇

ル
ト

モ
倶

二
見

シ
夜

ノ
影

ハ
忌

シ

ム
同

八
日
、

両

検

断
高

橋

刑

部

左

衛
門

、

糟

谷

三
郎
宗

秋
、

 
参

テ

:

:

こ
れ

は
他

の
諸

本

に
同

じ
形
態

で
あ

る
。

し

か
し

こ
の
条

り
、

は
傍
線

部
①

は
、

六
波
羅
二

天
正
本
で



 
誠

二
痛

カ

ル

ヘ
キ
御

事
哉

、

只
尋
常

ノ
者

タ

ニ
モ
懸

ル
囚
人

ト
成

テ

ハ

 
悲

ヘ
シ
、

何

況

ヤ
恭

万

乗

ノ
主
、

忽

二
武

臣

ノ
礼
無

キ

ニ
被

レ
罪
、

御

 
覧

ナ
レ
ヌ
板
屋

ノ
床

、
サ

コ
ソ

ハ
展
襟

ヲ
悩
サ
セ
御
坐

ラ

ン
ト

(
以
下
略

)

の
如

く
長

文

の
詞

章

に
な

っ
て
お
り
、
傍

線
部
②

や

△
部

で
も
哀

調

を
強

め

た
類
同

の
増
補

が

そ
れ

ぞ
れ

な
さ

れ
て

い
る
。

こ
う

し
た
部

分

に
対

し

て
毛

利
家

本

は
や

は
り

一
切

の
関

心
を

示

さ
ず

、
天

正
本

に
拠

る

こ
と
は

な

い
の
で
あ

る
。

 
右

の
六

波
羅

幽
閉

の
記
事

の
後

に
諸
本

で
は
、
十

月

八
日

の
笠

置

囚
人

を
各

大
名

に
預

け
置

く

こ
と
、
九

日

の
三
種
神

器

の
持
明
院

新
帝

へ
の
渡

御
、

十

三
日

の
新

帝

践
詐
、

と
記

事
が
続

く

の

で
あ

る
が

、
前
節

で
も
触

れ

た
通

り
、
天

正
本

で
は

こ

の
う
ち
九

日

の
神

器
渡

御

の
記
事

を
欠

い
て

い
る
。
鈴

木
氏

は

こ
の
天
正

本

の
形
態

に
は
、
光
厳

天
皇

が
三

種
神

器
を

譲

り
受

け
る

こ
と
な

く
践
詐

し

た

こ
と
を
言

外

に
示

す
働

き

の
あ

る
こ
と

を
指

摘

さ
れ
た
。

氏

に
よ

れ
ば
、

天
正

本

に
は
南
朝

を
正
統

と

認

め
る
立

場

か
ら

の
叙

述

が
他
本

に
比

し

て
鮮
明

と

の
こ
と

で
あ

り
、
右

の

一
節

を

欠

く
点
も

天
正
本

編
者

の
主

義

に
深

く
由
来

し
、
明

確

な
意

図

を
含

む
も

の
と
認

め
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

一
方
毛

利
家

本

で
は
、

こ

の
前

後

の
条

り

は

天
正
本

系
本

文

に
依

拠

す
る

の

で
あ

る
が

、
天
正

本

に
は
な

い
こ

の
神

器

渡
御

の
条

の
み

は
他

本

に
基

づ

い
て
復
元

さ

せ
て

い
る
。
天

正
本

系
伝

本

が

こ
の
よ
う

に
記
事

を
落

と

す
ケ

ー

ス
で
は
、
毛

利
家

本

は
他
伝

本

に

よ

っ
て
そ

の
欠

を
埋

め
、
記

事

の
漏

れ
を
防

ぐ
操
作

を
行

っ
て

い
る
わ

け

で
あ

る
。

但

し
そ

の
際
、
毛

利
家

本

は
本
来

天
正
本

が
有

し

て

い
た
意
図

を

根
源
的

な

と

こ
ろ
で

は
理
解

し

て

い
な

か

っ
た
の

で
あ
り
、

こ
の

こ
と

は
歴
史

を
よ

り
詳

細

に
記

す

こ
と

の
み

に
眼
目
を
置

く

毛
利
家

本

の
性
格

を

よ
く

示
し

て

い
る
と
言

っ
て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

 

以
上

、
巻

二

・
三
を
中

心

に
両
者

の
関

わ
り
方

を
粗

々
見

て
き

た
が
、

凡
そ
他

の
巻

で
も

毛
利
家

本

の
天
正
本

系
伝

本

に
対
す

る
姿

勢

は
同
様

で

あ

る
。

巻

八
や
九

で

は
軍
勢
交

名
等

の
記
事

が
、

巻

三
十

一

・
三
十

二

で

は
合
戦

に
於

け

る
各

氏
族

の
活

躍
を

伝
え

る
記
事

等
が
増

補

の
対
象

と
な

る

こ
と
が
多

く
、

や

は
り
該
本

が
歴
史

上

の
出
来

事
を

よ

り
詳

細

に
し

て

ゆ

こ
う

と

す
る
性

格
を
持

っ
て

い
る
こ

と
が
確
認

で

き
る
。

そ

し

て
、

そ

れ

は
毛
利

家

本

で

は

こ
う
し

た
本

文

の
操

作
を

通

じ

て
、

『
太
平

記
』

本

文

に
歴

史
書

的
な

性
格

を
付
与

し
、

史
書

と
し

て

の
面

を

よ
り

充
実

さ

せ

て
ゆ

く
志
向

が
あ

る

こ
と
を
意

味

す
る
も

の
な

の

で
あ

る
。

 

 
 

 
 
 

2

 

右

の
よ

う
な
性

格

と
平
行

し

て
、

毛
利

家
本

で
は
記

事
中

に
見

ら
れ

る

年

紀

に
関

す
る
表

記

が
、
諸
本

の
も

の
に
対

し
て
大

き
く
改

変

さ

れ
、
諸

本

が

ま
ま
持

つ
年

紀
上

の
誤

り
が
史

実
的

に
正

し
く

さ
れ

て

ゆ
く

ケ
ー

ス

の
多

い
こ
と
も
見

逃

す

こ
と
は

で
き
な

い
。

そ
も
そ

も

『太

平

記
』
中

に

見
ら

れ

る
年

月

日

の
表

記

に
は
、
史

実

に
比

べ
て
誤

っ
た

も

の
が
多

い
こ

と

は
よ
く

知
ら

れ

て

い
る
。

当
時

の

『太

平
記
』

作
者

の
情

報

収
集

力
及

び
判
断

力

の
限
界

に
起

因

す
る
も

の
、

ま
た

は
単
な

る
誤

謬

と

い
う

も

の

も
あ

っ
た

で
あ

ろ
う

が
、

そ
う

し
た
誤

り

の
中

に
は
物

語

上

の
虚
構

を
成

り
立

た

せ
る
た

め

に
な
さ

れ
た
意

図
的

な
改
窟

も
少

な

か
ら
ず

含

ま
れ

て

い
る
と

さ
れ

る
。

元
来

『太

平
記
』

が
持

つ
こ

の
よ

う
な
年

時

表
記

の
誤

り
が

、
毛

利
家
本

に
於

い
て
改

め
ら
れ

て
ゆ

く
傾
向

の
あ

る

こ
と

は
、

こ

の
伝
本

の
性
格

を
考

え

る
上

で
や
は
り

興
味

深

い
こ
と

と
言

え
る

で
あ

ろ

う
。

こ
こ
で

は
特

に
年

紀

に
関

す
る
異

同

に

つ
い
て
以
下

に
検

討

し

て
ゆ

伊 

表

2

は
諸
本

、
或

は
毛
利

家
本

が
依

拠
し

た
伝
本

の
年

紀

に
関

す

る
表
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巻

内
 
 
 
容

諸

本

毛
利
家
本

備
 
 

考

礁

①
一

西
園
寺
禧
子、
中宮

と
な
る

文
保
二
年

文
保
元
年

史
実
は
元
応
元
年

×

②

二

日
野
資朝

佐
渡
流
罪

去
年

先
年

0

③

四

俊
明
極参

内

元
亨
元
年

元
徳
元
年

西
源
院
本
も
同

0

④

六

北
条
軍
の
吉
野・
赤
坂
攻
撃

元
弘
三
年

元
弘
二
年

史
実
は
元
弘
三
年

×

⑤
+
二

藤
原
時平

死
去

梵舜

本其
後諸本同年三

月

同
九
年之  三
月

北
野
天
神
縁
起
も同

○

⑥
+
二

北条

残党

蜂
起

元
弘
三
年

元
弘
四
年

0

⑦
ト
ニ

建武

改
元

梵舜

本元弘
三
年  七月諸本元弘四年  七月

元
弘
四
年  正月

天
正
本系

に
よ
る改変

○

⑧
三

± .

三
院
還御

大
止
本観応
三
年六月"三日

延
文
二
年二月廿三日

諸
本
に
こ
の
記
事なし

○
毛利家本に於ける年紀の表記の異同表2

 

記

が
毛
利

家
本

に
於

い
て
改

め
ら

れ

て

い
る
例

を
拾

っ
た
も

の

で
あ

る
。

表

の
最

下
段

の

「
正
誤

」
欄

は
、
毛

利
家

本

が
改
変

し

た

こ
と

に
よ

っ
て

そ
の
年
紀

が
史
実

的
に
正

さ
れ
た

か
否

か
を
0

×
で
示

し
た
も

の
で
あ

る
。

二
件

ほ
ど
正

さ
れ
な

い
例

は
あ

る
も

の
の
、

全
体

と
し

て

『
太
平

記
』
本

文

が
持

つ
年
紀
表

記

の
史
実

的
誤

り
が

、
毛
利

家
本

に
於

い
て
独
自

に
正

さ
れ

て
ゆ
く
傾
向

の
あ
る

こ
と

を
掴

む
こ

と
が

で
き

る

の
で
は
な

か

ろ
う

か
。
以
下

、

そ

の
幾

つ
か
に
触

れ
て

お
く
。

 

ま
ず
②

は
巻

二

「資

朝
諌

獄
井

阿
新

殿
事

」

の
日
野
資

朝

の
死

罪
が
定

ま

る
条

り

で
、
梵
舜

本
等

の
諸
本

が
、

 

:
:
各

是

ヲ
死
罪

二
可

レ
行

ト
評

定

一
途

二
定

リ

ニ
ケ

レ

ハ
、

先
去

年

 

ヨ
リ

佐
渡

ノ
国

工
流

レ
テ
御
坐

ル
資

朝

ノ
卿

ヲ
可

⊃
奉

レ
切

ト

:

:

と
す

る
条
り

で
、
傍

線
部

「
去
年

」

と
す

る
と

こ

ろ
を
毛
利

家

本

が

「
先

年

」

(
「
々
年

」
と
表

記
)

と
改

め

て

い
る
も

の
で
あ

る
。

資
朝

の
佐
渡
配

流

は
正

中

二
年

(
一
三

二
五
)

で
、

死
罪

と
な

る

の
は
元

弘

二
年

二

三

三

二
)

の
こ
と

で
あ
る

か
ら
、

毛
利

家
本

の
記
述

は
史

実

的

に
は

正
し

い

こ
と

に
な

る
。

因

み

に
天
正
本

で
は

「
先

去
年

ヨ
リ

」

の
句

な
く

、
周

辺

本

文

の
異
同

も
大

き

い
。

毛
利

家
本

が
天

正
本
系

伝

本

か
ら
引

き

継

い
だ

表

1
⑦

"
日

野
資

朝
遺

書

の
こ

と
"

の
記

事

の
中

に
、

「
当

国

二
被

遷
給

シ
事

モ
昨

日
今

日

ノ
如
也

シ
カ
ト

モ
、
早

八
年

ノ
春

秋

ヲ
送
迎

給

フ
」

の

如

き

一
節

が
あ

る
こ
と

な
ど

か
ら
も

、
毛
利

家
本

が

諸
本

の
如

き

記
述

を

正
し

て
ゆ
く

こ
と

は
容
易

で
あ

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

し

か
し

、
本
来

『太

平
記
』

に
は
資

朝
配

流

か
ら

死
罪

ま

で
の
約
七

年
を

僅

か

一
年

の
間

の
出

来
事

で
あ

っ
た

か

の
よ

う

に
描

く
意

図
が

あ

り
、

そ

れ
が
巻

一
か
ら

巻

二
に
至

る

「
つ
の
構
想

に
支
え

ら
れ

た
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を

考

え
れ

髄
、

毛
利
家

本

で
は
物

語
的

虚
構

よ
り

も
本
文

の
史

実
的

正
確

さ
が
優

先

さ

れ
て

い
る

こ
と
が

よ
く

わ
か

る
。

 

巻

十

二
は
毛
利

家
本

は
全

体

と
し

て
梵

舜
本

の
如

き
伝

本

に
依

拠

し

て

い
る

の
で
あ

っ
た
が
、

こ
こ
で

も
年

紀

の
誤

り
が
多

く

正

さ
れ

て

い
る
。

⑤

の

「
大
内

裏

造

営

事
」

の
天

神
説

話

で
は

時

平

没

の
年

時

を
梵

舜

本

「其

後
」
、
天
正
本

ほ

か
諸
本

「
同
年

三
月
」
(今

川
家

本

は

「
翌
年

三

月
」
)

と

す
る

と

こ
ろ
を
、

毛
利
家

本

は

「同

九
年

之
三

月
」

と

し

て

い
る
。

諸

本

の
形

で
読

む
限
り

、
そ

こ

で
言

う

「
同
年

」

と
は
道
真

の
死

ん
だ

延
喜

三
年

と
解

さ

れ
る
。

し

か
し
、
時

平
死

去

の
話

の
前

に
は

「
同
年

ノ
夏

ノ

末

」

と
さ

れ

る
尊

意
僧

正

と
天

神

怨
霊

の
説

話

が
位

置

す

る

か
ら
、

「
同

一15一



年

三
月

」

と

い
う
叙

述

に
は
矛

盾

が
あ

る
。

『
北

野
天

神
縁

起

』
諸

本

で

は

こ
れ

を

「
同
じ

き

(延

喜
)

九
年

三
月

の
比

か
や
」

と

し
、

毛

利
家
本

の
記

述

は
こ
れ

に

一
致

し
、
諸
本

の
持

つ
誤

り

が
正

さ
れ

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。

毛
利
家

本

に
影

響
を

与
え
得

る
管

見

の

『
太

平
記
』

諸

本

で
は

「
同

九
年

」
と

す
る
も

の
は
な

く
、
毛

利
家

本

が
如

何

な

る
資

料

に
接

し

て
記

述

を
改

め
た
か

は
不
明

と
す

る
他

な

い
。
或

は

『
北

野
天
神

縁
起

』

の
影

響
を

受
け

た
も

の
で
あ

ろ
う

か
。

 

次

に
⑦

の
事
例

で
は
梵

舜
本

「
元
弘

三
年

七

月
」
、

諸

本

「
元

弘

四
年

七

月
」

と

す
る
建

武

改
元

の
時

期

を
、

「
元

弘

四
年
正

月
」

と

毛
利

家

本

が
改

め

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
改
訂

は
明

ら

か
に
天
正

本
が

そ

の
年
時

を

「
元

弘

四
年

正
月

廿
九

日
」

と
す

る
の

に
拠

っ
た
も

の
で
、

こ

の
日
付

は

史
実

的

に
も
正

し

い
。
本

文

の
持

つ
年

時
上

の
矛

盾

に

つ

い
て
、

毛
利

家

本

で
は

こ

の
よ

う

に
天

正
本

を
参
酌

し

て
訂

正

を
加

え

て

い

っ
た
と

こ

ろ

も

見
受

け
ら

れ
る

の
で
あ

る
。

 

⑧

は
巻

三
十

二

(
天
正

本

で
は

巻

三
十

一
)

「
無
剣

璽
御

即

位
無

其

例

事

」

で
、

天
正
本

系
諸

本

と
そ
れ

を
引
き
継

い
だ
毛
利

家
本

の
み

に
存
す

る

、
光
厳

・
光

明

・
崇

光

の
三
院

の
吉
野

か
ら

の
還
御

を
述

べ
た
異

文

に

見

ら
れ

る
も

の
で
あ

る
。
天

正
本

で
は
、

 

:
.
・主

上
、
両
上
皇

ハ
警
固

ノ
兵

稠

ク
可
レ
有

二
御

出

「様

モ
無

リ

ケ
リ

、

 

遙

二
程

ヘ
テ
観

応

三
年
六

月
廿

三
日
還

幸
成

テ

・
:

・

と
す
る

と

こ
ろ
で
、
毛

利
家
本

は
傍

線
部

を

「
延
文

二
年

二
月

廿

三
日
」

と
改
め

て

い
る
。

正
平

一
統

に
よ

る
持
明
院

方

の
三
院

の
吉

野
幽

閉

は
観

応

三
年
閏

二
月

に
始

ま
る

の
で
あ

る
か
ら

、
天

正
本

の
記
述

は
当
然

誤

っ

て
お
り

、
延
文

二
年

二
月

の

こ
と
と
す

る
毛
利

家
本

の
説

は
史
実

的

に
も

正

し

い
も

の
で
あ

る
。
巻

三
十

三
巻
頭

で
は
諸

本

と
も

に

「
又
山
中

ノ
御

栖

ヒ

モ
余

リ

ニ
御

痛

ハ
シ
ケ

レ

ハ
ト
テ
、

延
文

二
年

ノ
ニ
月

二
皆

賀
名
生

ノ
山
中

ヨ
リ
出

シ
奉

テ
都

へ
還

幸
成

奉

ル
」

(毛
利

家
本

)

と
あ

る

こ
と

か
ら
、

こ

の
部

分
を
参

考

に
し

て

の
改

訂

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る
。

毛

利

家
本

で
は
主

に
歴
史

的
事

項

を
補

う

目
的

で
天

正
本
系

伝

本

か
ら

の
増

補

を
行
う

特
徴

が
認

め
ら

れ
た

の
で
あ

っ
た

が
、

そ

の
天
正

本

に
誤

り
が

あ

る
際

に
は

そ
れ
以

外

の
本

文

の
記
載

を
勘

案
し

て
、

更

に
史
実

的

正
確

さ
を
期

し

て

い

っ
た
の

で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う

に
毛
利

家
本

で
は
、

史
実

的

に
誤

っ
た
年

紀
表

記

を
考

証
と

い
う
作
業

を

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
独
自

に
正

し

て
ゆ
く
性

格

の
あ
る

こ
と

が
わ

か

っ
た
。

こ
こ

に
は

や
は

り
前

に
も
述

べ
た
、

『
太

平

記
』

の
史

書

的

側
面

を
重

ん
じ
、

本
文

に
史
書

と
し

て

の
正
確

さ
を

期
待

す

る
意
識

の

あ

っ
た

こ
と

を
読

み
取

る
こ
と

が
可
能

で
あ

ろ
う

。

 

 
 
 

 
 

3

 

こ
れ
ま

で
考

察

し

て
き

た
毛

利

家
本

の
特

徴

に
は
、

『
太

平
記

』

を

一

つ
の
歴
史

書

と
し

て
読
も

う
と

す
る
読

者
側

の
姿

勢

の
反
映

の
あ

る
こ

と

が
推
測

さ

れ
て
き

た
。

と

こ
ろ
で
、
今

日
的

分
類

で

こ
そ

「
軍

記
物

語
」

の
カ

テ
ゴ
リ

ー

に
入
れ

ら
れ
る

『
太
平

記
』

も
、

実
際

に
は
既

に
早

い
段

階

か
ら
南

北

朝
期

の
歴
史

を
記

し
た

一
種

の
史
書

と

し

て
珍

重

さ

れ
て

い

た
形
跡

が
あ

る
。
本

来
的

に
は
物

語
的

性
格

の
強

い
こ

の
作

品

も
、

そ

の

方

向

と
は
反

対

に
、

叙
述

内
容

を
南
北

朝
争

乱
史

の
実

録

と

と
ら

え
て
読

む
読

み
方
が

ご

く
自

然

に
な

さ
れ

て

い
た

よ
う

な

の
で
あ

る
。

 

こ
う

し

た
享
受
史

の

一
面
を

よ
く
表

す

も

の
に
、
今

川
家

本

『太
平

記
』

の
奥
書

が
あ

る

こ
と
は
夙

に
知

ら
れ

て

い
る
。
永

正

二
年

(
】
五
〇

八
)
、

甲
斐

国
主
武

田
信

縄

の
伯
父
信

懸

が
北
条

早
雲

の
所

持
す

る

『太
平

記
』

を
借

用
し
、

丘

可
な

る
人
物

に
命

じ

て
そ
れ

を
書

写

さ

せ
た

の
が
今

川
家
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本

で
あ

る
。

奥
書

に
よ

れ
ば

早
雲

は
平
生

よ

り

『太

平
記

』
を

嗜
翫

し
、

今

川
家
本

の
親
本

と
な

っ
た

早
雲
愛

蔵
本

は
類

本
を

集

め

て
校

訂

し
、
そ

の
後
、
足
利

学
校

・
壬
生

官

務
大

外
記

(小
槻

伊
治

)

に
送

り
、
校

訂
及

び

朱
点

・
朱
引

・
読
僻

等
を
施

し

て
も

ら

っ
た
も

の

で
、
丘
可

は
こ

の
親

本

に
対

し
て

「実

我
朝
史

記
也

」

と
感
懐

を
記

し

て

い
る
。
数

度

の
校
訂

を
重

ね
て
本
文

の
精
確

を
期

そ
う

と
す

る
早

雲

の
姿

勢

も

さ
る

こ
と
な

が

ら
、
丘
可

が

こ
れ
を

「
日
本

の
史

記
」

と
称

し
た

こ
と

は
十
分

注

目
さ

れ

る
。

わ
が
国

の
南

北
朝

争
乱

期
を

中
国

の
春
秋

戦

国

か
ら
漢
建

国

に
至

る

世

に
喩

え
、

『太

平
記

』

を
そ

の
時

代

を
記

録

し

た
拠

る

べ
き

歴
史

書

と

し

て
と
ら

え

る
意
識

が
、

こ
の
史

記

へ
の
準

え

の
中

に
蔵

さ

れ

て

い
る
と

言

え
よ
う

か
。
加

え

て
、
奥
書

末

尾

に
は

「
以
此
書

成
紀

綱
号

令
者

、

天

下
太
平
至

祝
」

と
も
あ

っ
て
、
本
書

の
政

治
哲

学

を
治
政

の
大

綱

と
し
、

実

践

に
供

す

べ
き
旨

も

記

さ
れ

て

お
り
、

『
太

平

記
』

が
南

北

朝
期

の
史

書

と

し
て
、

そ
し

て
丁
度

『
吾
妻

鏡
』

や

『
御
成
敗

式

目
』

の
よ

う

に
政

道

書

と
し
て

も
享

受

さ
れ

て

い
た
こ

と
を
窺

わ

せ
る

の
で
あ

る
。

 

室
町
中

期

の
禅
僧
季

弘
大

叔

の
日
記

『薦

軒

日
録
』

に
も

『太

平
記
』

に
関
す

る
記
述

を
拾

う

こ
と
が

で
き

る
。
季

弘

は
文
明
十

八
年

(
一
四
八

六
)

三
月
十

一
日

よ
り

『
太

平
記

』

を
緬

読

し

て

い
た
模

様

で
、

『
太

平

記
』
中

の
内
容

が
日
記

に
摘

記

さ
れ

て

い
る
。
翌

十

二
日

に
は

「
頗
有
倭

学
、

太
平

・
明

徳

之

二
記
等

諸

之
」
と

さ
れ

た
慈
祥

侃

道
栄

老

居

士
な

る

人
物
が
来

て
、

道
栄

に

『太

平
記

』

の
朗
調

を
読

え

た

の
で
あ

ろ
う

か
、

日
記

に
は
以

下

の
よ

う

に

『
太
平

記
』

の
内

容

に
関
す

る
事
柄

が
記

さ
れ

て

い
る
。

 

 

(醍
 醐
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ゥ
 
 
 
 
 
 
 
 
(后
脱
力
)

 

后
是
古

第

二
之
宮

、
号
大

塔
宮

、
東

山
吉

田
有

大
塔

之
門
跡

、

是
古

御

 

子

一
十
六

人
云

ζ
、
后

是
古

御
子

、
青
蓮

・
妙
法

・
性
悟

院

三
門
 

同

 

時
也

、
天
皇

崩

干
吉

野
、

こ
れ

は
巻

一

「
儲

王
之
事

」

の
内
容

に
ほ
ぼ
当

る
が

、
右

に
記

さ
れ

た
内

容

か
ら

推
せ
ば

、
季
弘

の
興
味

は
後

醍
醐

天
皇

の
皇

子
の
数

で
あ

る
と
か
、

皇

子
た
ち

が
そ

れ
ぞ

れ
叡

山

の
三
門

跡

と
な

っ
た

と

い
う
史

実

に
関

わ

る

逸

話

等

に
あ

っ
た

と
し

て

よ

い
。

『
太

平

記
』

を
物

語

と
し

て
享

受

す
る

と

い
う
よ

り
、
人

物
伝

や
政

治
史
的

な
事

柄

を
中

心

に
読

む
姿

勢
が

こ

こ

に
は
映

し
出

さ

れ
て

お
り
、

ま
た

そ

の
記

述
内

容

を
歴
史

上

の
事
実

と
し

て
認

識

し

て

ゆ
く
、

『
太

平
記

」

の
史

書
的

享

受

の
様
相

が

こ
こ

に
は
よ

く
現

れ

て

い
る

と
言

え
る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
の
よ

う

に

『
太
平

記
』

に
通

じ

て

い
た
道

栄
居

士

は
、
季

弘

に
よ

っ
て

「
頗
有
倭

学
、

太
平

・
明
徳

之

二
記

等
諸

之
」

と
賞
讃

さ

れ
て

い
た

の
で
あ

っ
た
。

右

の
よ
う

な
享

受

の

あ

り
方

を
考

え

た
場
合
、

こ
の
讃
辞

は
単

に

『
太
平

記
』
暗

諦

と

い
う
彼

の
技

芸

の
秀

逸

さ

に
向

け

て
な

さ
れ
た

も

の
と
だ

け
見

る

の
で
は
不
十

分

で
は
な

か
ろ
う

か
。

つ
ま

り
こ

の
讃

辞

は
、

倭
学

の

一
環
を

な
す

も

の
と

と

ら

え
ら

れ
た

、

『太

平

記
』

を
中

心

と

し

た
南

北
朝
史

研

究

と
し

て

の

「太

平
記

学
」

と

で
も
呼

ぶ

べ
き
も

の

へ
の
道
栄

の
蕩
蓄

に
向

け

て
な

さ

れ

た
も

の
と
し

て
理
解

す

る
こ

と
も
必

要

か
と
考

え

る
の

で
あ
る
。

 

も
う

一
例

、

『宣

胤

卿

記
』

か
ら

一
つ
の

『
太
平

記
』

享

受

の
あ

り
方

を
考

え

て
み
た

い
。
永

正
十

四
年

(
一
五

一
七
)

十

一
月

二
十

七

日
、
記

主
中

御
門

宣
胤

は
約

四
ケ
月

か
か

っ
て

『太

平
記
』

を

通
読

し
終

え
た
。

宣
胤

は

そ

の
日
の
日

記

に

「
此
内

第

四
巻
宣

-

一
奉

レ
預

二
後
醍

醐
院

.

四
宮

ヲ
八
オ
、
事

、
当

流

,
面

目
也

」

と

そ

の
祖

中
御

門

宣
明

の
逸

事

へ
の

感
慨

を
記

す

ほ
か
、
自

家

の
事
蹟

に
関

す

る
内
容

等
を

日
記

に
記

し

て

い

る
。

翌
年

正
月

二
十

八
日

に
は

万
里
小

路
秀

房

に
、
彼

の
先

祖
藤
房

の
こ

と
が
記

さ
れ

て

い
る
巻
十

三
を

貸
し
与

え

な
ど

し

て
も

い
る
。

こ

の
よ
う
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に
先

祖

の
功
績

を
中

心

に

『
太
平

記
』
を

読

む
こ

と
は
公
家

・
武

家

の
間

に
よ
く
行

わ

れ
て

い
た

こ
と
で

は
あ

っ
た
が
、

中

で
も
宣
胤

に
於

い
て

は

そ

の
意
識

が
強

か

っ
た

よ
う

で
あ
る
。

即
ち
永

正
十

五
年

六
月

十

日
、
巻

三

十
九

の
光
厳

院
関

係
記
事

の
抜

書
を
作

っ
た
宣
胤

は
、

そ

れ
を

三
条

西

実

隆

に
送
り
、

同
時

に
書
状

で
以
下

の
よ
う

な
遣

り
取

り

の
あ

っ
た

こ
と

が

伝

え
ら
れ

て

い
る
。

 

又
彼

太
平

記
内

、
宣

t
卿

元
弘

元
年

ニ
ハ
中
納

言

ト
ア
リ

、
数
年

後

六

宰

 

相
ト
ア
リ
、

伝
紛

失

不
審

之

間
、

公
卿
補

任

如
何

之
由

尋

之
、

返
事

在

 

左
、

元
弘

元

年

比

ハ

未

卜
卿

位

給
L
欲
、

如

此
物

語

予

書
極

官

者
、

大

 
納

言

ト
可

有
欲

、

宣

胤

は

『
太
平

記
』
中

に
出

て
く

る
宣
明

の
官
職

の
記

載

に
不
審

を
感

じ
、

実

隆

に

『
公
卿

補
任

』

で
調

べ
て
く

れ
る
よ

う
頼

ん
だ

の

で
あ

る
。

そ

し

て
そ

の
返
答

を
得

て

(
そ

の
折

の

『公
卿

補

任
』

の
抜
書

と
実

隆

の
返
状

は

『宣

胤

卿
記

』

の
裏
書

と
し

て
残

る
)
、

こ

の
よ
う

な
物

語

で

は
予

め

極

官
を
記

す
も

の
で
あ

る
か
ら
大

納
言

と
す

べ
き

か
と
結
論

づ
け

て

い
る
。

興
味

の
対
象

が
自
家

の
先

祖

に

つ
い
て

の
記

述

に
限
ら

れ

て
は

い
る
も

の

の
、

『太

平

記
』

の
記
述

に
矛
盾

の
あ
る

場
合

は
、

史
実

に
照

ら

し

て
正

し

い
記
述

に
改

め

て
ゆ

こ
う
と

す
る
読

者

の
姿
勢

の
存

在
を

こ

こ
に
見
出

だ

す

こ

と
が

で
き

る

と

は
言

え
ま

い
か
。
「
如

此

物
語

」

と

は
言

い
条

、

記

事
中

の
史
的

誤

り
は
他

文
献

を
参
考

に
し

、
考
証

を
行

う

こ
と

に
よ

っ

て
、
何

と

か
妥

当

と
思

え
る
記
述

に
記

事
を

改

め
て

ゆ
く
姿
勢

、
史

書

と

し

て
よ
り
精
確

な
内

容

へ
本
文

を
改
変

し

て
ゆ

く
志

向

が
、
確

実

に

『
太

平

記
』
享

受
者

の
中

に
存

在
し

つ
づ

け

て

い
た

こ
と
を

こ

の
記
事

は

よ
く

物

語

っ
て

い
る
。

そ
し

て
、

そ

の
読
者

の
姿

勢

が
今
度

は
本

文
書

写

と

い

う
作
業

に
移

さ

れ
た
時

、
毛
利

家
本

の
如

き
志
向

を
持

っ
た
伝
本

が

発
生

す

る
こ
と

は
ま
さ

に
必
然

的

で
あ

っ
た
と
言

え

る

の
で
は
あ

る
ま

い

か
。

記
事
中

の
歴

史
的

事
項

の
詳

細
化

、
年

紀
表

記

の
正
確

化

と

い

っ
た
本
文

の
分
化

を

促
す
素

地

は
、

右

の
よ
う

な
室

町
期

の

『
太
平

記
』

の
享

受

の

あ

り
方

の
中

に
辿

れ

る
の

で
あ

る
。

 
 

 

 
 

 
4

 
最
後

に
、
毛
利

家
本
本

文

の
独
自

性

と
し

て
こ
れ

ま

で
論

じ

て
き
た

と

こ

ろ
と

は
別

の
面

の
問
題

を
、

こ
こ
で
若

干
触

れ

て
お
く

こ

と

に
す

る
。

毛
利
家

本

を
特
徴

づ
け

る
本
文

の
性

格

は
あ
く

ま

で
も
天

正
本

系
伝

本

の

異
文

を
採

り
入

れ
る

と
こ
ろ

に
あ

る
の

で
あ

り
、
毛
利

家
本

に
し

か
見

ら

れ

な

い
注

目
す

べ
き
独
自

記
事

は
全

巻
を

通

じ
て
そ

う
多

い
わ
け

で

は
な

い
。

し

か
し
、

そ
う
し

た
中

で
注
目

さ

れ
る

の
が
、
巻

七

「
前

朝
伯

州
舟

上
還

幸
事

」

で
後

醍
醐

天
皇

が
隠
岐

よ

り
脱
出

し
、

伯
書

に
至

っ
た

こ
と

を
述

べ
た
後

に
存

す

る
異
文

で
あ

る
。

い
つ

れ
も
後

醍
醐

天
皇

を

め
ぐ

る

奇
瑞

謂

と
言
う

べ
き
内

容

で
、

 

凡
此
君

ハ
未

タ
帥

ノ
宮

ト
申

ケ

ル
時
、

御

跣

ニ
テ
百
日

八
幡

へ
参

セ
給

 

ケ

ル

ニ
、

天
下

一
統

ノ
瑞

夢
共

ヲ
蒙

ラ

セ
給

ケ

ル
故

二
、

関
東

征
罰

之

 
事

ヲ

モ
内

々
叡

慮

モ
惇

セ
給

ケ

ル
ト

カ

ヤ
、

に
始

ま

り
、
以

下
隠
岐

島

に
於

け
る
奇

瑞
や

、
天
皇

が
醍

醐

天
皇

三
生

の

再

誕

で
あ

る
等

の
話

が

続

く

(参

考

本

一
八
三
頁

所
引

)
。

説

話
的

に
興

味

深

い
内

容

で
は
あ

る
が
、

典
拠

不
明

の
話

ば

か
り

で
、

ま

た
類

話

に
も

乏

し

い
も

の
で
あ

る
。

例

え
ば
、

右

に
引

用

し

た
話

に

つ

い
て

は
、

『
後

鳥

羽
院
御

霊
託

記
』

(『
続
群

書
類

従
』

雑
部

所
収

)

に
暦

応

二
年

(
=

二

三

九
)

七
月
十

日
、

水
無
瀬

三
位

具
兼

家

の
女

に
託
し

た
後

鳥

羽
院

の
託

宣

に
柳

か
似

た
話

を
見

る

こ
と

が

で
き
る
。

 

保

元

乱
以

後
。

崇
徳

院
御

霊

平

相

国
ー
入

天
天
下
於
悩
須
。

承
久

乃
後
昔
。
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国
家

治
乱

朕

力

仁
懸

礼
利
。

関

東

滅

亡
世
.喝事

八
。

先
帝

春

宮

乃
御

時

祈

願

 
甚

深
謝
利
上
。

大
原

乃
法
華

堂
数

部
頓

写
乃
経

乎
被
送
幾
。
如

此
法

楽
乃
力

。

 
朕
加
日
来

怨
心
仁
加

、心故
ー
成

就
世
、心也
。

傍
彼

践
詐
乃
日
篭
二
月
廿

二
日
也

。

 
朕
加
崩

御
之

日
毛
二
月
廿

二
日
也

。
関

東
滅

亡
日
毛
廿

二
日
也
。

こ

の
託

宣

に
よ

れ
ば

、

鎌
倉
幕

府

の
滅
亡

は
倒

幕

の
志

の
深

か

っ
た
春

宮

時
代

の
後
醍

醐
が

大
原

法
華
堂

に
納

経

し
た

こ
と

に
よ

る
功

力

が
、
後

鳥

羽
院
怨

霊

の
怨

心

に
加

わ

っ
て
な

さ
れ

た
も

の
で
あ

る
と

さ
れ

て

い
る
。

話

の
舞

台

・
背
景

は
大

き
く

異
な

る
も

の

の
、

後
醍
醐

が

即
位

以
前

の
若

き
日

よ
り
倒
幕

の
志
が
篤

く

、
し

か

る

べ
き
神
仏

に
詣

で
て
倒
幕

の
保

証

を
得

る
と

い
う
話

の
骨
格

は
多

少
似

て

い
る
。

こ
の
霊

託

は
暦
応

二
年

七

月

の
も

の
と

い
う

か
ら
、

こ

れ
は

後
醍

醐

天

皇

存
命

中

の

こ
と

で
あ

り

(翌

八
月

十

六

日
崩

)
、

こ

の
種

の
伝

承
が

相
当

早

い
時

期

か
ら
存

在

し

て

い
た

こ
と
が

わ
か

る
。
無
論

、

こ

の
霊

託
記

と
毛
利

家
本

の
異

文

と

の

間

に
何

ら

か

の
交

流
が

あ

っ
た

わ
け

で
は
な

か
ろ
う

が
、

こ
う

し
た

類
型

的
な
話

が
早
期

に
存
在

し
た
事

実

は

ひ
と
ま
ず

注
目

さ
れ

て
よ

い
。

 
後
醍

醐
天
皇

に
ま

つ
わ

る
奇

特

讃

は
他

に
も
あ

る
。
中
先

代

の
乱

の
顯

末
を
述

べ
る
巻
十

三

「
相
模
次

郎

時
行
滅

亡
事

」

で
は
、

北
条
時

行

軍

の

将
名
越

刑
部

大
輔

の
軍

勢
が
、

建

武

二
年

八

月
三
日

の
晩

に
折

か
ら

の
大

風
を
鎌

倉

の
大
仏

殿

に
籠

っ
て
避

け

て

い
た
時

、
殿
舎

が
倒

潰

し

て
五
百

人
が
圧

死

し
た
事

件
を

伝
え

て

い
る
。

こ

の
事

件

に
関

し

て
、
毛

利
家

本

は
独
自

に
、

 
此
大

風
吹
始

ケ

ル
時

刻

ヲ
勘

テ
、
後

二
事

ノ
ヤ

ウ
ヲ

キ
ケ

ハ
、
主

上
関

 
東

征
伐

ノ
御

祈

ト

テ
、

南

都

ノ
於

-
西

大
寺

二

日
百

座

ノ
大
威

徳

明

 
王

ノ
法

ヲ
行

セ
ラ

レ
ケ

ル
、
其

結
願

ノ
時

日

ニ
ア
タ

リ
ケ

ル

コ
ソ
不
思

 
議

ナ

レ
、

と
事
件

の
裏

話
を

載

せ
て

い
る
。
実

際

こ

の
時
期

、
乱

の
鎮

定

の
た

め

に

後

醍
醐

は
禁

中
を

は

じ
め
浄

土
寺

、
曼
殊

院

に
於

い
て
大
威

徳

明
王
法

を

修

さ
せ

て

い
た

こ
と

が
記
録

の
上

か
ら
確

認

で
き
る

が
、
右

の
話

に

「
西

大
寺
」

と

出

て

い
る

こ
と

を
考

え
る

と
、

叡
尊

の
伝

記

に
類

似

の
話

が
あ

る

こ
と

に
気

付

か

さ

れ
る
。

即

ち

『
八
幡

愚
童

訓
』

(甲

本

)

で
は
弘

安

の
役

の
際

に
石

清
水

八
幡

宮
で
行

わ
れ
た
叡
尊

の
修
法

に

つ
い
て
記

す
が
、

中

で
も
弘
安

四
年

閏

七
月

一
日

に
は
宝
前

で

の
叡

尊

の
啓
白

に
よ

っ
て
、

「
御
宝

殿

ノ
内
破

打

ト

一
声

鳴

ル
」

と

い
う
奇

瑞
が

現
れ

た

こ
と
を
伝

え

て

い
る
。

果
し

て
筑
紫

で
は
閏
七

月

一
日

に
大

風
が
吹

き
、

蒙
古

の
軍

船

は
破

擢

さ

れ
た

の
で
あ

り
、

『
愚

童
訓

』

も

「
是

ハ
八
幡
宮

ノ
破

打

ト
鳴

タ
リ

シ
時

ト
、
大

風
吹

シ
時

剋
同

前
也
」

と
記

し

て

い
る
。

祈
誠

の
力

で

大

風

が
吹

き
、
敵

軍

が
そ

れ

に
よ

っ
て
潰

滅

す
る
と

い
う
話

型

の

み
な
ら

ず

、
毛

利
家

本

異
文

で
は
話

の
舞

台
が
叡

尊

の
永
ら

く
住

し
た

西
大
寺

に

設
定

さ
れ

て

い
る

こ
と

か
ら
も
、

毛
利
家

本

の

こ
の
記
事

は
右

の
よ
う
な

叡

尊
伝

を

焼
き
直

し
た

も

の
と
考

え
ら

れ
よ
う
。
こ
う

い

っ
た
話
が

い

つ
、

ど

の
よ
う

に
し
て
生

ま
れ
、

毛
利

家
本

に
収
載

さ

れ
た

の
か
依

然
不

明

と

す

る
他

な

い
が

、
巻

七
以
外

に
も
後
醍
醐

天
皇

と
そ

の
奇
瑞

を

め

ぐ
る
説

話

が
期

せ
ず

し
て
存
在

す

る
点

に
、
毛
利

家
本

の
独
自

記
事

に

一
貫

し

た

性
格

を
見

出
だ

す

こ
と
が

で
き

る
。
小
稿

で
は

こ
れ
以
上

こ

れ
ら

の
記
事

の
素
性

と

毛
利
家

本

と

の
関

係

を
明

ら
か

に
す

る
材

料
を
残

念

な

が
ら
有

し

て

い
な

い
。

こ

こ
で

は
該

本

の

一
特

徴

と
し

て
こ
れ
ら

を
紹

介

す

る
に

と
ど

め
、
詳

細

に

つ
い
て
は
後
考

を
期

す

る
こ

と
に
し
た

い
。

お
わ
り
に

以
上
、

毛
利

家
本

『太

平
記

』

の
本

文

の
検
討

、
及
び

そ

の
特

徴

に

つ
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い
て
の
考
察

を
行

っ
た

。
第

一
節

に
述

べ
た

よ
う

に
、
該

本

は
ほ
ぼ

全
巻

に
亙

り
梵
舜

本

・
書
陵

部
本

の
如

き
伝

本

に
依
拠

す
る

の

で
あ
り
、

古
態

本

の
系

統

の
本
文

か
ら

は
だ

い
ぶ
離

れ
た
本

文

を
と

る
の

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、
天

正
本
系

伝
本

と

の
関
係

を
中

心

と
し

て
独
自

に
作

り
あ
げ

た
本

文

の
世

界

は
、

『
太
平

記
』

を
史

書

と
し

て
享

受

す

る
読

者

側

の
姿

勢

に

そ

の
ま
ま
対

応

す
る

も

の
で
あ

る

こ
と
も
興

味

深

い
事
実

で
あ
る
。

 

と

こ
ろ

で
、
享

受
姿

勢

と
本
文

改
変

と

い
う

こ
と

に

つ
い
て
序

で

に
言

え
ば

、
室

町
期

に
は
例

え
ば

、

 
 
 
 
 

コ
部
イ
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「占
イ
」 
 
 
 
 
 
(21
)

 
凡

太
平
記

万
之

眼
目

此
両

皇
御

対
談

二
極

候
由

左
来
申

来
候

欲
、

と
言

わ
れ

る
よ

う

に
、

巻

三
十
九

の
光
厳
院

と
後

村
上

天
皇

と

の
対

面

の

場

を
作
品

の
眼
目

と

し

て
と
ら

え
る
読

み
方

が

あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

河

村
秀

頴
校
合

本

に
よ

っ
て
復

元

さ
れ

る
宝
徳

本

『
太
平

記
』

で

は
、

こ
の

光
厳

院
関
係

記
事

を
巻

四
十

の
巻

末

に
配
置

し

、
作
品

の
大

尾

に
据

え

て

い
た

と
推

定

さ
れ
る
由

で
あ

る
か

ら
、
光

厳
院

関
係
記

事

を
作
品

の
眼

目

と
す

る
読

み
方

が
、

あ

る

い
は
こ
う

し

た
本

文

改
変

を
促

し
た

の
で

は
な

か
ろ
う

か
、

と

の
想
像

を

掻

き
立

て
る
。

一
方

で

は
こ

の
よ
う

な
文
芸

的

要

因

に
よ
る
本

文
変
化

も

あ

り
え

た
と
考

え
ら

れ
、

同
時

に
そ

の
対
極

に

は
毛
利
家

本

の
如
き

本
文

も
生

み
出

さ

れ

て

い

っ
た
わ
け

で
、
室

町
期

に

於

け

る

『
太
平

記
』

の
享

受
形

態

の
多
様

さ
が

、
諸
本

の
異

同

の
様
相

を

通

じ

て
知

ら

れ
る

の
で
あ

る
。

各
伝

本

の
本
文

を
検

討
す

る

に
あ
た

っ
て

は
、

こ
う

し

た
種

々
の
異

同

を
生

み
出

す
必
然

性
、

乃
至

は
原
動

力

が
奈

辺

に
あ

っ
た

の

か
を

考

え
る

こ
と

が
重
要

と

な

っ
て

こ
よ
う
。

 
 

註

(1
) 

鈴

木
氏

「
天
正
本

太
平

記

の
考
察

」
(『中

世
文
学
』
第
十

二
号
、
一
九
六

七

 

年
)
。

(2
) 

長

坂
氏

「天
正
本
太
平
記

の
性
格
」

(『奈
良
大
学
紀
要
』
第
七
号

、

一
九
七

 
 
八
年
)
。

(3
) 

『保
暦
間
記
』

に

 
 

嘉
暦

元
年

三
月
十
三
口
、
高
時
依

け
所
労

二
出
家

ス
、
法
名
綜
、
舎
弟

左
近
太

 
 

夫
将

監
泰
家
宜
執
権

ヲ

モ
相

継
ク

ヘ
カ
リ

ケ
ル
ヲ
、
高
資
修

理
権

太
夫
貞
顕

 
 

 
二
語

テ
貞
顕

ヲ
執
権

ト

ス

(略

)、
愛

二
泰
家
高
時
母
儀

(略
)
是

ヲ
憤

リ

 
 

泰

家

ヲ
同

十
六
日

出
家

セ
サ
ス
、
無
辞
甲
斐

・事

也
、
其
後
関

東

ノ
侍
、
老

 
 

タ
ル

ハ
不
レ
及
レ
申

二
、十
六
七

ノ
若
者

ト
モ

マ
テ
皆
出
家

入
道

ス
、
イ

マ
く

 
 

 
シ
ク
不
思
儀

ノ
瑞
相
也
、 
 
 

 
 

(内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所

旧
蔵
本
)

 
 
と
あ

る
の
に
拠

る
。

(4
) 

俊

基

の
処
刑

を
『太
平
記
』
で
は
元
弘

の
乱
勃
発
前

の
こ
と

と
し
て
描
く
が
、

 
 
正
し
く

は
正
慶
元
年

(元
弘

二
年

)
六
月

の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
『増

鏡
』

の

 
 
叙
述

が
史
実
的

に
は
適

っ
て
い
る
。

(
5
) 

天
正
本

の
独
自

記
事

の
典
拠

の

一
つ
に

『増
鏡
』

が
あ

っ
た
こ
と
は
、
長
坂

 
 
氏

「天
正
本
太

平
記
成

立
試
論
」

(『国
語

と
国
文
学
』

一
九

七
六
年

三
月
号
)

 
 
に
詳
し

い
。

(6
) 

鈴
木
氏

「古
態

の

『太
平
記
』

の
考
察
-
皇
位
継

承
記
事

を
め
ぐ

っ
て
ー
」

 
 

(『国
文
学

解

釈
と
教
材

の
研
究
』

一
九
九

一
年

二
月
号
)
。

(7
) 

例
え
ば
、
毛
利
家
本
、
十

三
日
の
新
帝
践
詐

の
条
は
、

 
 

同
十
三
日
、
新
帝

登
極
之
由

ニ
テ
長
講
堂

ヨ
リ
内
裏

ヘ
ハ
入
セ
給

フ
、
供
奉

ノ
人

々

ニ
ハ
久
我

右
大
臣
長
通
公
、

三
条

坊
門
大
納

言
通

顕
、
堀
川
大
納
言

 

 

具
親
、
西
園

寺
大
納
言
公
宗
、

日
野
中
納

言
資
名
ヲ
始
ト

ノ
、
殿
上
人
、
衛

 

 

府
、
諸
司
助

マ
テ
花

ヲ
折

テ
行
粧
ヲ
引
繕
、

 

と
あ

り
、
天

正
本
系

の
み
に
見
ら

れ
る
供
奉

公
卿

の
人
名

が
記
さ

れ

(傍
線

 

部
)
、
毛
利
家
本
が
天
正
本
系
本
文

に
拠

っ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

(8
) 

巻
七

が
全
般
的

に
天

正
本
系

伝
本

に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
な

お
天
正
本
系

が

 

疎

で
あ
る
記
事
を
毛
利

家
本
が
他
伝
本

に
よ

っ
て
補

っ
て
い
る
の
も
同
様

の
例
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で
あ

る
。
第

一
節
巻
七

の
項
参
照
。

(9
) 

こ
の

こ
と

に
関

し
て
は
、
既

に
長
坂
氏

が

「太
平
記

に
お
け
る
日
付
表
記
-

 

 
巻

一
・
巻

二
の
構
想

を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(
『軍
記

と
語

り
物
』
第
十

四
号
、

一
九

 

 
七
八
年

)

に
於

い
て
示
唆

し
て
お
ら
れ
る
。

(10
) 

毛

利
家
本

で
は
年
紀

の
み
な
ら
ず
、
月

・
日
の
表
記

に
も
異
同

が
多

い
の
で

 

 
あ
る
が
、
煩
瑚

と
な
る
の
で
今

は
措

く
。
該
本

の
特
徴

は
年
紀

の
異
同
を
検
討

 

 
す
る
だ
け
で
も
十
分
把
握

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

(11
) 
長

坂
氏
註

(9
)
前
掲
論
文
。

(12
) 

但

し
、
玄
玖
本

・
南
都

本
で
は

こ
の
条

「文
和

二
年

二
月
」

と
あ

り
、
史
実

 

 
的

に
誤
る
。

(13
)

以

下

の
記
述

に

つ

い
て

は
福

田
秀

一
氏

「
太
平

記
享

受
史
年

表
 
中
世
」

 

 

(『日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
 
戦
記
文
学
』
有
精
堂
、

一
九
七
四
年
、
所
収
)
、

 

 
加
美
宏

氏

『太
平
記
享
受
史
論
考
』

(桜
楓
社
、

一
九
八
五
年

)
を
参
考

に
し
た
。

(14
) 

大

日
本
古
記
録

に
基
づ
く
。

(15
) 
大

塔
宮
を
第

二
宮

と
す
る

の
は
、
現
存
伝
本

で
は
神
宮
徴
古
館
本

・南

都
本
・

 

 
今
川

家
本

・
宝
徳
本
等

で
あ
る
。
神

田
本

・
玄
玖
本

・
西
源
院
本
等

は
第

三
宮

 

 
と
し
、
ま
た
神
田
本

で
は
皇
子

の
数

を
三
十
六
人
と
す
る
。

(16
)

続
史

料
大
成

に
基
づ
く
。

(17
) 
後

鳥
羽
院

の
遺

骨
が

こ
の
大
原
法
華
堂

に
安
置

さ
れ
た
こ
と
は

『増
鏡
』
巻

 

 
三

「藤

衣
」、

『
一
代
要
記
』
後
鳥
羽

天
皇

条
に
詳

し

い
。

(18
) 
後

醍
醐
天
皇
と

石
清
水
八
幡
宮

と
の
関
係

は
深

く
、
例

え
ば

『神
皇
正
統
記
』

 

 
に
は
、

 

 
 
・
:
・俄

二
立
太

子
ノ
沙
汰
ア
リ

シ

ニ
、
亀
山

ハ
コ
ノ
君
ヲ
ス

へ
奉

ラ
ン
ト
オ

 

 
 
ボ

シ
メ

シ
テ
、

八
幡
宮

二
告
文

ヲ
オ
サ
メ
給

シ
カ
ド
、

一
ノ
御

子
サ
シ
タ
ル

 

 
 
ユ
ヘ
ナ
ク

テ
ス
テ
ラ

レ
タ
ガ
タ

キ
御

コ
ト
ナ
リ
ケ

レ
バ
、
後

二
条
ゾ

ヰ
給

ヘ

 

 
 
リ
シ
。 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

(日
本
古
典
文
学
大
系
本
)

 

 
と
見

え
る
。

(19
) 

『大

日
本
史

料
』
第
六
編
之

二
。

(20
) 

他

に
も
毛
利
家
本

で
は
巻
七

「河

野
土
居
得
納
挙
旗
事

」
で
、
布
志
名
判
官

 

 
が
後

醍
醐

に
各
地

の
戦
況
を
奏
上

す
る
条
で
、

・
:
・上
様

ニ
ハ
未
知

召
候
哉
、
楠
兵
衛
正
成
金
剛
山
城
ヲ
構

テ
立
篭
候
間
、

東
国

之
勢
共
責
上

テ
、
去
二
月

ヨ
リ
雲
霞
ノ
如
ク
捕
囲
テ
攻
戦
候

ト
云

ヘ
ト

 
 
 
モ
天

罰
ヲ
蒙
候
故

二
殊

二
楠
力
武
略
運

シ
戦
候
間
、
東
国
勢
度

々
責
負

テ
今

 
 
 

ハ
寄

手
退
屈

メ
引
色

二
成

テ
候
、

 
 
と
傍
線

部

の
如

き
独

自
の
詞
章
を
有
し

て
い
る

こ
と
も
挙
げ
ら
れ

る
。
幕
府
勢

 
 
の
苦
戦

を

「天
罰
」

と
す
る
辺
り

に
、
毛
利
家
本

の
独
自
記
事

の
性
格

の
共
通

 
 
性
を
窺

う
こ
と
が
で
き

る
。

(21
) 

第

二
節
3
項

で
挙
げ

た

『宣
胤
卿
記
』

で
、
宣
胤

の
巻
三
十
九

の
光
厳
院
関

 
 
係
記
事

の
抜
書
を
見
た
実
隆

の
返
状

の
中

に
見

ら
れ
る
言
葉
。

(22
) 

長

坂
氏

「宝
徳
本

『太
平

記
』復
元
考
-

河
村
秀
頴
校
合
本

に
よ

る
ー
」

(『奈

 
 
良
大
学
紀
要

』
第
十
四
号
、

一
九

八
五
年
)
。

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

(
こ
あ
き
も

と
 
だ

ん
)

一21一


